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	１．研究プロジェクトのテーマ
　テーマ名　　   超高速ネットワークJGNによる地球環境研究の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  英語テーマ名  Promotion of Global Environmental Research Project with Tsukuba-WAN・JGN                                                            

　（複数の機関等が共同で提案する研究プロジェクトの場合は、同一の名称を使用してください）

	

	２．共同提案者の有無　　　　　　(有)　　・　　無
　「有」の場合、下欄にプロジェクトリーダーを、「11．」に参加する研究代表者のリストを記入してください

	　　
　　　
	　　プロジェクトリーダー　　　氏　　名　　　　林　 祥介　　　　　　　

　　                          E-mail                                        

所属機関･所属部署等､役職 　　　 北海道大学大学院理学研究科教授　　

  所属機関英語名称                                                  

	３．研究者等　　　　   (フリガナ)          ｱﾍﾞ  ｼｹﾞﾉﾌﾞ
(1)研究代表者　  　　　 氏 　名　　　阿部 重信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 所属機関･所属部署等､役職 　 国立環境研究所環境情報センター情報管理室長  

　 所属機関英語名称            National Institute for Environmental Studies
　　　住　　所　〒305-8506
　　　　　　　　茨城県つくば市小野川 16-2　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　
　　　電話番号　　　　　　　　　 ＦＡＸ番号　　　　　 　　　　　E-mail

　　　　  　　 0298-50-2341　　 　　　　　0298-50-2566　　　 　 　 sabe@nies.go.jp　

	(2)研究者

	
	所属部署等
	役　職
	研究者氏名
	

	
	国立環境研究所環境情報センター
	情報管理室長
	 阿部 重信
	

	
	国立環境研究所地球環境研究センター
	総括研究管理官
	 井上 　元
	

	
	
	
	 
	

	
	
	
	 
	

	（記入欄が不足する場合には、欄を追加するか、別紙にまとめて添付してください）

	(3)契約事務等担当者　　 氏　名    阿部 裕明　　　　　　　　　　　　　　
　　　 　　　　　所属部署等､役職     国立環境研究所環境情報ｾﾝﾀｰ情報管理室ﾈｯﾄﾜｰｸ係長　

　    電話番号　　　　　　　　　 ＦＡＸ番号　　　　　 　　　　　E-mail

　　　　  　　 0298-50-2341　　 　　　　　0298-50-2566　　　 　　　habe@nies.go.jp　

	４．研究プロジェクトに係る緊急連絡先
　 　　　　（フリガナ）      ｱﾍﾞ   ｼｹﾞﾉﾌﾞ
　連絡担当者氏名 　　阿部 重信　　　　　　　　
　所属部署等､役職　  国立環境研究所環境情報センター情報管理室長　 　　　　　　　　　
　　　電話番号　　　　　　　　　 ＦＡＸ番号　　　　　 　　　　　E-mail
　　　　  　　 0298-50-2341　　 　　　　　0298-50-2566　　　 　　　sabe@nies.go.jp　


	５．研究目的
　　地球型惑星大気、すなわち地球を中心とし、火星～金星の大気環境をパラメータ範囲と

する大気大循環モデルの開発を試み、関連する基礎的な数値実験を実行する。惑星パラメ

ータの変更と物理過程の交換を自在に行えるようにすることにより、数式的定式化から複

雑なモデルに至るまでのモデル階層が容易に提供できるようにするなど、物理プロセスを

交換することにより、ほぼ自動的に地球、火星、金星大気モデルとして働くようにするこ

とを目指す。



	６．研究内容
　　申請者らの一部が行ってきた水惑星実験や暴走温室・暴走凝結実験の解釈における問題

点は、より簡単な計で定式化された理論的枠組みとの概念的連続性の確保が難しかったこ

とにある。ソフトウエア上でのプロセスの着脱の難しさは、計算の結果、生じる膨大なデ

ータの処理とあいまって結果の解釈を困難にしていた。

　この困難を解決することは、同時に比較惑星科学的な研究をより容易に進めることにも

つながる。従来の大気大循環モデルは、地球、化成、金星の各惑星向けに特化したモデル

として構築されてきており、比較惑星科学的視点からの大気大循環構造への検討と、その

経験を生かして地球大気モデルおよび気候モデルの開発・改良に還元することは、困難で

あった。本研究においては、ソフトウエア構造を抜本的に見直し、大気大循環の構造を理

解するためのツールとしての数値計算モデルのありようを模索するものである。

●ギガビットネットワーク通信回線を必要とする理由
　　本研究は、国立環境研究所のスーパーコンピュータを使用して膨大な計算を実施すると

同時に、国立環境研究所（つくば市）～北海道大学（札幌市）との間で、大容量のデータ

の伝送を行うために、超高速なギガビットネットワーク通信回線を通じて高速データ伝送

を実現する必要がある。

	７．スケジュール

　(1) 平成14年度： 初期条件の検討、ソフトウエア構造等の見直し開始

  (2) 平成15年度： 比較惑星科学的視点からの大気大循環構造の検討

  (3) 平成16年度： 数値計算モデルのあり方に関する考察

	８．利用サービス種別（利用したいサービスに○してください）

　　　　　　ＡＴＭサービス　・　IPv4サービス  ・  IPv6サービス

	９．接続概念図（トポロジー）（できるだけ詳しく記入してください）

北海道大学大学院
   理学研究科            大型計算機センター



                                     つくばｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄﾗﾎﾞ           　　

	１０．ＡＴＭサービス（項番８で「ATMサービス」を選択した場合に記入してください）
(1)接続区間、アクセスポイント名、使用する伝送容量の目安

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　アクセスポイント名　　　　　　　　　　　　         　    　　 　　アクセスポイント名
①　北海道大学（北海道-２）　～　つくばギガビットラボ（関東-２）　伝送容量：　２０　Mbps

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　アクセスポイント名　　　　　　　　　　　　         　    　　 　　アクセスポイント名
②　　　　　　　（　　 -  ）　～　　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アクセスポイント名　　　　　　　　　　　　         　    　　 　　アクセスポイント名
③　　　　　　　（　　 -  ）　～　　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　アクセスポイント名　　　　　　　　　　　　         　    　　 　　アクセスポイント名
④　　　　　　　（　　 -  ）　～　　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　アクセスポイント名　　　　　　　　　　　　         　    　　 　　アクセスポイント名
⑤　　　　　　　（　　 -  ）　～　　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps
⑥ その他

	１１．ＩＰサービス
（項番８で「IPv4サービス」または「IPv6サービス」を選択した場合に記入してください）
(1)アクセスポイント名

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　アクセスポイント名
①　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　アクセスポイント名
②　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アクセスポイント名
③　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アクセスポイント名

④　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アクセスポイント名

⑤　　　　　　　（　　 -  ）　伝送容量：　　　　Mbps

⑥その他



	１２．研究代表者一覧（共同提案の場合）
所属機関および所属部署等

役職

研究代表者氏名

国立環境研究所環境情報センター

情報管理室長

阿部 重信

北海道大学大学院理学研究科

教授

林　 祥介



	（記入欄が不足する場合には、欄を追加するか、別紙にまとめて添付してください）

	１３．既接続情報（既設の足回り回線利用の場合に記入してください）

　プロジェクト番号　ＪＧＮ－　　　　　　　　

　アクセスポイント名　　　　－　　　　　収容位置（ATM接続の場合）　　　　　

　接続担当者氏名　　　　　　　　　　　



ギガビットネットワーク通信回線研究計画書


２００２年　８月２８日　提出
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